
第７回伊勢市施設類型別計画検討委員会 会議録 

 

１． 日時 平成 29 年 7 月 31 日(月) 午後 7時～午後 8時 45 分 

２． 場所 伊勢市役所 本庁舎 東館４階 第２会議室 

３． 出席者 

（１）委員出席者 

筒井委員、上井委員、河村委員、三輪委員、加藤委員、杉山委員、大西委員 

（２）市出席者 

情報戦略局長、情報戦略局参事、情報調査室主幹、同室主査、同室主事 

４． 議事 

（１）施設類型別計画策定に向けたその後の経過について 

（２）学校跡地利用検討部会における協議事項の報告 

５．会議録（要旨） 

（１）施設類型別計画策定に向けたその後の経過について 

前回の検討委員会以降に実施した意見交換会の結果と合わせ、市としての総括を

報告し、意見交換会の総括について、意見をいただいた。 

 

・意見交換会の総括の中で多くいただいた意見から考慮すべき９つの視点を上げ 

ているが、もう少し具体的に記述しないと意識が共有できない。各課でどうい 

う風に考えていくのか、考慮して進めるにしても根本的に理解しにくかったら 

何ともできないのではないか。 

  ⇒庁内全体で共有して進めて行きたい。 

・視点①地域間バランスの説明にある「統一的な目線」が分かり難い。 

  ⇒表現を分かりやすいように修正したい。 

・視点④交通政策との連携にある「③高齢者への配慮とともに」は不要ではな 

いか。 

⇒④にある「③高齢者への配慮とともに」を削除し、「施設への移動手段を確 

保するため交通政策との連携が必要」に修正する。 

・総括の記述に問１から問７まで肯定的な意見が８割とあるが、個別に見ていく 

と問３と問５は６割台となっているので、これを全て８割とするのはどうか。 

 ⇒表現を改める。 

・(３)意見交換会でいただいた主なアイデアは、市が重視しているものと誤解が 

生じるため、不要ではないか。 

  ⇒誤解を招いてはいけないし、アイデアと意見を混在してどれがアイデアか整 

理の仕方も非常に曖昧なので（3）の項目そのものを削除する。 

 



・意見交換において計画策定の考え方を示し、どのような意見が出るかを確かめ 

るために意見交換会が行われ、そこで出た内容を素案に生かすために総括して 

いる。 

それで 9つの視点を抽出できたのは、今回の成果だったと認識しているが、そ 

の視点をどの様に生かしていくのかは今後の課題。 

総括の中にもあるが総論賛成・各論反対になっていくことが想定されるので、 

根拠をもって説明できるようにすることが大切で、まさにこの部分のこと。 

今後、素案を修正して案にする。案にする時に意見交換会でいただいた視点を 

生かして、ここに記載したというように、その説明能力がかなり向上できたと 

いうのが総括の成果だと思う。 

 

（２）学校跡地利用検討部会における協議事項の報告 

・特に意見なし 


